
までの真空管自励発娠踏襲がmいられる。

2 盤合装置

力11熱される品物により ， イ γ ピー〆γスがかなり広範聞に変

動するので， エ ネノレギをもっとも効果的に注入するため，電源、

と負荷のイ γ ピーダンスを墜合させるものである。

3 ~11 極

力H熱される品物に高周波'!l1界を与えるもので，加熱部位の状

況によりさまざまの形状のものが選択される。

上司の IJII熱用電話lで発生した抱流は整合装置を絞て電駆に供

給され， n:n霊間の品物を加熱することとなる。

この装也の応用範凶は年々開発されて多岐にわたっているが，

そのおもなものを示すと，電気機ìlfIの乾燥(写真).木材の乾燥 ・

援活，プラスチックの予熱，穀類， 陶探索地，繊維品等の乾燥

等にi!J\， 、られる。

なお高周波乾燥の特長は対流}JII熱乾燥が， 表問より内部に向

って 11防次進行するのにおJ して，中心部より表商部に向 って水分

を追P \ さんとする乾燥方法であるので ， 表問!日の亀裂防止には

きわめて有利なことである。ただし加熱によ って生ずる内郎各

点の飽和蒸気圧の勾配(こうばい)が， 被乾燥物の陸自械的強度よ

り大きくなると，内部亀裂を生ずろので，たとえば木材乾燥の

ような場合には加熱電力管度をおのずから制限しなければなら

なくなる。(山本棋)

こうしゅうはやきいれそうち 高周波焼入装置 (英) induc­

tion hardening plant ï:;;jj苅波m総界に焼入れすべき金属を

1泣き，これに発生す

る誘導'IU流によって

生ずる渦流Jf1失を利

JFl したものである。

ト司法数を適当に選ぶ

ことにより，表聞の

みを迅速に加熱でき

るので， 内部組織に

熱変化を起すことな

く ， したがってたと L 火花式高周波焼入装置

えば籾(じん)性を保持したま

ま，表而のみ焼入焼もどし等

の熱処理を行うことができる

ものである。その主要部は高

周ilJi.'t1l流発生装 TrL 整合装置，

誘滋コイノレ，移動装組から成

っている。高周波発生装i立に

は'Il1 ffilJ発 ~tì儀式，火花発仮式

(写真ー1) ，只~管発娠式(写 2 其空管式高周波焼入装置

~'H)等があって，各型式別の使用周波数は

íl! lfOJ発電儀式 1-10KC 

火花発振式 10-40KC 

真空管発様式 400-5，OOO KC。

整合装世は高周波発生装置のfi\力をできるかぎり能率良く負
荷に注入するために，イソピーダンスの変成を行うものである。

誘導コイノレは焼入すべき品物を磁束で包み，これに誘導m流を

発生させるものであって，通常急冷~l'l冷却水を過す水路を内政

していて ， 適時品物に噴水をかける榊造とな っている。

また広い焼入簡をiill統して自動的に1m工するものでは，加熱

コイノレに接して噴水の出る装置が， 百lにそって徐々に移動する

ように作られている。移動装抵は上述のように連続自動焼入れ

する鴻合， 加熱コイノレまたは品物をffilJかす装置で， 焼入条件に

こうしゅしゅ

よって選ばれる任意の速さで， 往復回転等をなしうるものであ

って，その践例には illJ庄，ねじ送り等が用いられている。

その他付属装位として，焼入持問自 1M制整裟f白， 電源電圧調

整装置， 電波漏t!li.(ろうえし、)防止装置等がある。とくにi漏洩防

止は困難な問問であって， 現在発苦言装置を金属i虚蔽(しぞへL う

するとともに，1tti倣線路を約 150 m jfu下趨!設してこれを防いで

いる。(山本線)

こうし ゅしてし 、かし ゃ 甲種指定貨車 1 I時間につき 85 km

までの速度で五I!松することのできる貨車として指定されたもの

をいう。現在指定されている貨車は， つぎの形式のものである。

ワキ l 形式， 700 形式および 1000 形式， ワ 50000 形式， レ

キ l 形式，ワム 7 1 および 100 形式。(三和逮忠)

こう しゅしゅうぜん 甲種修繕 鉄道工場で車両の各部分を

解体の上，全般にわたって行う修繕で， ng和 24 年から検査修繕

の規則が変って"tJ fÆ修繕となったが， それまでは一般修繕 (ge­

neral repa ir ) といわれていたもので，車両の飽類によりそれ

ぞれの際準がきめられている。

l 織|刻 111

後関車の使用状況に応じ ， 下に示す所定の巡伝キロまたは期

間を1梨準に各部を解体の上，全般にわたって行う修絡をいうが，

台部の分解修繕は部品降誕限度および{齢者基準にもとづいて行

われる。磁|刻専の甲極修繕では各部を原形に復するのが立前と

さ才もている。

所定の巡転キロ， j切聞はっき.のと おり である。

蒸気後関111

主姿形式 C51 C54 C55 C57 C59 C61 C62 は

300 ，OOOkm。

C58 D50 D51 D52 D60 D62 CI0 Cll C50 

8620 11 240,000 km。

EIO 9600 C12 C561主 220，OOOkm。

その他形式(入換耳~.用機を含む)は 160，OOO km で， これらの走

行キロに達しなくとも 48 箇月 以内に行わなければならない。

電気機関車

EF52 53 55 56 57 58 1主 300 ，OOO km。

EFIO 11 12 13 14 15 および ED 16 は 250 ，OOO km。

EF50 51 EDI0 11 12 13 14 15 17 18 19 20 

21 22 23 24 27 35 は 150 ，OOOkm。

ED40 41 42 は 80，000 kmo その他形式は 100 ，OOO km で月

数は蒸気後関車と同じである。

2 電車

電車の使用状況に応じ一定の期間以内に各部にわたり行う修

絡をいい，その現行JYJra9はつぎのとおりである。

電動 111 1 箇年

制御率ならびに付随;11 1 年 3 箇月

ただし特殊11工は走行キロlO，OOO km に達するまでは 2 箇年ま

で延長することができる。

3 気動 111

気動車の使用状況に応じ所定の迷転キロを標準に，または所

定の期間内に，後l刻部を機関定期修繕の完了したものと取替え，

その他各部を解体し全般にわたって行う修絡をいう。現行の巡

転キロ，期間はつぎのとおりである。

歯車式および電気式 100,OOO km 

油圧式および付随車 150,OOO km 

期間は 18 箇月

4 客1cí: 111 

客貨車の使用状況に応じ一定の期間以内ごとに各部i分(列車
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